
美
學
の
基
へ
礎
に
就
て
の
考
察

深
　
田
　
康
　
算

閲33

　
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ゴ
置
チ
エ
ー
の
云
つ
耳
語
に
『
余
は
、
其
人
に
取
り
て
は
見
ゆ
る
世
界
が
存
在
ず
る

人
心
で
あ
る
』
（
：
・
㍉
o
、
ω
藷
琴
ぎ
雪
器
℃
皇
一
・
蓉
＝
Φ
罎
自
欺
募
竃
。
。
局
量
Φ
）
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
『
見
ゆ
る

世
界
』
に
住
ん
で
み
る
人
間
と
云
ふ
定
義
は
、
言
語
に
依
っ
て
絡
書
と
同
じ
数
果
を
與
へ
よ
う
と
の

試
み
（
彼
の
所
謂
¢
．
暮
超
。
。
。
達
。
話
蜘
、
鳶
仲
）
を
督
し
た
彼
薗
身
に
最
も
能
く
適
す
る
語
で
あ
る
の
は
云
ふ

ま
で
も
な
い
が
、
恐
ら
く
は
走
れ
を
総
べ
で
の
藝
術
家
に
移
し
て
云
ふ
こ
と
竜
馬
量
る
の
で
は
あ

6
ま
い
か
。
詑
號
と
し
て
か
若
し
く
は
道
具
と
し
て
か
、
兎
に
角
唯
或
他
の
目
的
の
短
め
に
役
立

て
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
み
翻
意
世
界
を
見
倣
し
て
居
る
理
論
家
及
び
實
際
家
老
異
な
っ
て
、
威

畳
世
界
が
夫
自
ら
と
し
て
便
値
と
意
義
と
を
有
す
る
と
見
て
居
る
も
の
、
而
し
て
其
人
に
取
ウ
て

は
『
見
ゆ
る
世
界
』
が
．
二
恩
ら
の
爲
に
『
存
在
す
る
』
の
は
．
帥
ち
藝
術
家
で
あ
る
と
云
へ
．
な
い
で
あ
ら

う
か
。
此
『
見
ゆ
る
世
界
」
に
竜
或
種
の
統
一
が
あ
グ
．
或
種
の
意
味
は
あ
る
。
然
し
認
れ
は
夫
れ
自

．
ち
に
特
．
有
な
例
へ
ば
デ
ッ
ソ
ア
貰
．
の
呼
ん
で
み
る
如
き
『
魏
照
的
必
然
』
（
艶
話
。
穿
箋
魯
⑦
堵
。
｛
づ
、
窪
鰹
旧
識
ご

　
　
　
　
へ

　
　
　
　
癸
學
苓
の
塞
礎
に
、
就
て
の
考
撫
耶
　
’
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



31

　
　
　
　
哲
融
研
究
　
策
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
醐

で
あ
φ
て
、
所
謂
形
式
の
持
っ
て
る
6
統
一
で
も
な
く
、
又
厨
謂
内
容
の
持
っ
て
る
る
意
字
で
竜
あ

ク
得
な
い
。
　
寧
ろ
『
見
ゆ
る
世
界
」
が
（
記
文
と
し
て
若
し
く
は
道
具
と
し
て
讐
な
く
）
菰
野
ら
特
に

持
っ
て
居
る
統
一
と
意
味
と
は
、
昂
れ
を
五
二
ら
と
し
て
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
者
ユ
換
言
す

れ
ば
、
其
人
に
取
っ
て
は
『
見
ゆ
る
世
界
』
が
存
在
せ
綴
人
々
…
i
の
側
か
ら
云
へ
ば
統
一
で
毛
な
く

叉
意
味
で
竜
な
い
竜
の
改
の
で
あ
る
。
其
所
に
『
藝
術
は
等
質
術
家
に
依
う
て
の
み
理
解
せ
ら
る
』

と
云
ふ
意
を
述
べ
て
み
る
デ
譜
ラ
『
の
語
の
異
意
が
あ
ウ
、
叉
上
に
引
い
た
ゴ
ー
チ
エ
蓋
の
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

前
之
に
於
て
『
余
に
封
ず
る
非
難
及
び
賞
賛
の
三
一
．
つ
と
し
て
余
の
翼
慣
に
離
れ
て
み
る
毛
の
は

な
い
。
誰
も
余
が
如
何
な
る
人
問
な
δ
か
を
理
解
し
て
奥
れ
楓
』
と
云
っ
て
み
る
彼
の
嘆
き
の
深

い
理
由
．
が
存
す
る
。
『
見
ゆ
る
世
界
」
が
唯
一
の
、
若
し
く
は
翼
實
の
、
と
云
へ
な
い
迄
も
、
少
く
と
竜
（
街

譲
歩
し
て
附
け
加
へ
て
云
へ
ば
．
或
意
味
に
於
て
）
直
接
に
輿
へ
ら
れ
、
尤
る
世
界
で
あ
る
ε
は
、
何
人

竜
否
定
し
は
し
ま
い
。
其
厨
か
ら
出
駿
し
た
吾
々
は
、
多
ぐ
は
忽
ち
に
し
て
此
世
界
を
記
號
化
し
、

叉
道
具
化
し
て
、
云
は
腰
獲
れ
を
出
來
る
女
け
吾
々
か
ら
遠
い
距
離
に
押
し
除
け
よ
う
と
試
み
る

結
果
、
『
見
ゆ
る
世
界
』
の
意
味
な
ウ
統
一
な
う
を
、
記
號
と
し
て
若
し
く
は
道
具
と
し
て
夫
れ
が
有
す

る
夫
れ
と
し
て
の
外
、
全
く
こ
れ
を
考
へ
ず
、
叉
澹
へ
得
ぬ
に
至
る
の
が
常
で
あ
る
。
忍
術
を
遊
戯

と
解
し
、
美
を
假
象
と
見
ん
と
す
る
も
の
、
美
的
勤
象
の
本
質
を
形
式
に
在
う
と
云
ひ
叉
内
容
に
在



鶏

ウ
と
い
ふ
議
論
の
如
き
，
皆
此
景
観
眼
と
も
名
づ
け
得
べ
き
吾
々
の
心
の
病
に
侵
さ
れ
た
者
の
美

學
上
の
見
解
で
あ
る
と
云
へ
る
。
．

『
見
ゆ
る
世
界
』
の
夫
自
ら
の
存
在
な
ウ
債
値
な
う
か
ら
、
藝
術
の
本
質
を
理
解
し
ょ
う
と
す
る
者

ば
、
純
糠
な
る
餓
畳
と
か
、
純
粋
な
る
形
式
と
か
の
語
を
用
み
て
、
誤
解
を
避
け
よ
う
と
す
る
に
拘
は

ら
ず
、
所
謂
形
式
読
や
所
謂
威
調
質
と
同
巧
異
曲
な
も
の
に
過
ぎ
諏
と
認
定
さ
れ
て
し
ま
ふ
憂
は

あ
る
。
藝
術
學
の
主
張
に
正
當
の
譲
歩
を
敢
え
て
す
る
美
學
が
哲
學
と
し
て
の
椛
威
を
捨
て
る

か
の
知
く
に
見
ら
れ
、
精
製
と
肉
膿
と
の
尽
る
可
ら
ざ
る
醐
係
を
力
織
す
る
こ
と
が
唯
物
論
と
同

圃
親
せ
ら
る
る
如
．
く
に
一
’
其
外
幾
多
の
読
が
『
哲
學
史
』
に
於
て
葬
ウ
去
ら
れ
だ
『
古
い
』
購
読
の
粧

の
み
を
改
め
だ
復
活
で
あ
る
と
せ
ら
れ
易
き
が
如
く
に
、
大
同
小
異
と
し
て
掃
き
去
ら
る
る
こ
と

は
弱
れ
難
い
新
読
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ン
プ
で
あ
ら
う
。
然
し
其
所
に
は
云
ふ
迄
も
な
く
常
に
緩
め
て

は
な
ら
綴
所
の
反
省
の
手
綱
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
、

　
美
學
更
の
上
に
於
て
形
式
説
と
内
容
説
と
の
論
争
は
已
に
魁
去
に
属
す
る
と
云
へ
や
う
。
理

知
的
に
計
算
し
得
る
整
っ
た
形
式
を
美
の
根
概
と
見
る
形
式
詮
と
興
国
的
要
素
を
或
概
念
的
内

容
の
衣
服
に
過
ぎ
澱
と
見
る
内
容
詮
と
の
蔓
立
や
、
誇
れ
を
調
和
せ
ん
と
す
る
試
み
と
し
て
の
直

接
要
素
と
聯
想
要
素
と
の
早
立
（
フ
凱
ヒ
ネ
川
）
、
若
し
く
は
形
式
・
と
内
容
と
の
㎜
単
な
る
融
合
の
主
張
は
、

　
　
　
　
癸
學
の
蓬
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
，
　
　
壼



3巷

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
三
六

吾
々
、
に
取
っ
て
は
皆
試
み
ら
れ
た
る
失
敗
の
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
の
み
興
味
を
有
す
る
に
過

ぎ
な
い
。
勿
論
美
的
鋼
象
の
形
式
的
方
面
と
内
容
的
方
面
と
に
關
す
る
夫
々
綿
密
な
分
析
的
研
．

究
は
極
め
て
必
要
な
る
研
究
で
あ
る
。
形
式
読
及
内
容
読
の
論
孚
は
、
其
企
噛
せ
ら
れ
ざ
う
し
結

果
と
し
て
、
是
等
の
研
究
方
面
を
開
封
し
π
織
に
於
て
、
確
か
に
無
意
義
で
は
な
か
っ
た
と
云
ふ
べ

き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
美
的
野
壷
に
具
有
せ
ら
れ
て
居
る
と
見
ら
れ
た
既
二
つ
の
側
面
に
就
て

の
夫
々
の
考
察
は
、
美
的
封
象
の
客
観
的
側
面
及
主
帥
的
側
面
に
翻
す
る
研
究
と
北
ハ
に
、
共
考
察
の

、
進
む
に
随
っ
て
、
當
然
、
琵
異
種
類
な
一
…
表
裏
の
二
面
の
如
く
に
朋
で
あ
う
な
が
ら
合
せ
ら
れ
て

居
る
一
i
二
つ
の
要
素
が
、
如
何
に
し
て
一
つ
に
結
び
合
っ
て
居
る
か
の
問
題
に
立
ち
蹄
ら
な
け

．
れ
ば
な
ら
な
い
故
に
、
彼
の
論
璽
は
ー
ー
i
捗
れ
が
今
も
術
ほ
響
が
傳
は
つ
て
居
る
位
、
騒
が
し
か
っ

た
丈
夫
れ
丈
i
共
心
接
の
で
は
あ
る
が
）
結
堪
と
し
て
、
美
的
封
象
の
本
質
に
關
す
る
吾
々
の
患

索
を
深
か
ら
し
め
だ
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
美
的
藁
家
に
就
て
の
吾
々
の
素
朴
な
る
考
へ
方

も
亦
多
く
は
形
式
と
内
容
と
の
颪
刎
か
ら
出
立
し
て
、
絡
に
は
此
砥
朋
の
立
場
か
ら
云
ム
形
式
で

も
な
く
、
叉
内
容
で
竜
な
い
所
の
或
物
に
落
ち
付
く
の
を
常
と
し
て
居
る
様
に
見
返
る
。
然
し
考

へ
方
の
十
分
に
行
き
渉
ら
ざ
る
爲
め
と
、
言
語
の
不
足
に
満
足
し
て
み
る
儒
め
と
に
依
っ
’
し
．
吾
々

は
多
く
は
、
此
落
ち
男
娼
揚
所
を
手
短
に
或
は
形
式
で
あ
る
と
竜
云
ひ
、
或
は
内
容
で
あ
る
と
も
云



r
3
7

　
ウ
て
、
縫
常
の
會
話
に
は
差
支
を
威
ぜ
ず
に
濟
ま
せ
る
。
其
際
為
し
吾
々
の
考
へ
方
を
押
し
進

め
て
行
く
な
多
ば
、
恐
ら
く
は
．
理
れ
を
押
し
進
め
る
カ
の
積
極
的
な
る
も
の
は
．
形
式
の
方
面
よ
ウ

興
へ
ら
れ
る
竜
の
で
あ
う
、
溝
極
的
な
も
の
は
内
容
、
の
方
面
か
ら
與
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
氣
が
附
く
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
慮
に
『
見
ゆ
る
豊
里
』
の
存
在
、
滅
畳
の
濁
自
の
意
義
及
び
純
粋

な
る
形
の
特
殊
の
意
殊
に
就
て
の
新
ら
し
き
思
索
が
生
れ
る
で
あ
ら
う
。

〔
附
〕
上
に
引
用
し
だ
ゴ
ー
チ
ェ
蓄
及
び
ヂ
ュ
r
ラ
｝
の
語
は
．
其
出
所
を
｝
々
明
記
す
る
の
は
あ

　
　
ま
う
に
ペ
ダ
ン
チ
ッ
ク
で
あ
る
の
を
恐
れ
る
程
有
名
で
あ
る
。
然
し
其
原
丈
を
此
所
に
附
記

　
　
す
る
こ
と
は
．
鐸
交
の
不
完
全
な
る
姿
を
補
ぷ
丈
け
で
竜
十
分
正
門
な
理
由
が
あ
る
と
思
は

　
’
れ
る
。
　
　
・

　
　
二
9
三
の
器
山
雲
δ
葺
叩
琶
㏄
①
。
。
ヨ
。
♂
尾
翼
雲
霞
．
筈
P
B
o
暮
。
・
触
≡
伍
8
§
鷲
Φ
ド
】
臼
。
①
＝
⇔
諺
0
8
藷
8
遭
琴
撤
望
陣
¢
．

　
6
0
第
。
岡
琴
イ
巴
。
籠
し
誌
¢
．
○
暮
冒
書
置
膨
ま
量
。
¢
ぎ
。
．
Φ
蓉
ρ
奉
軸
Φ
敬
三
ω
出
鐸
一
§
｝
】
E
①
｝
）
＾
）
霞
強
＝
Φ
園
き
亀
¢

　
＜
込
玄
Φ
o
鼠
暮
Φ
㌔
、
（
臼
ま
。
覧
邑
Φ
9
箸
試
零
）

　
　
＾
．
］
）
回
①
国
β
じ
撃
恥
震
霞
鎮
9
拓
犀
｛
び
三
＝
凱
。
｝
替
毛
。
匡
ぴ
Φ
q
暮
Φ
臨
σ
譲
2
・
創
Φ
開
ご
創
¢
β
匿
巴
δ
ぎ
幽
β
尾
9
H
鎌
Φ
a
Φ
幽
ひ
o
a
9
ご
馨

　
σ
Q
暮
Φ
奪
忌
門
。
・
ヨ
9
塾
Φ
同
箏
蓄
ξ
罫
書
諺
篇
。
二
心
馨
塞
く
亀
。
お
β
三
Φ
奪
魯
⑦
h
達
浅
Φ
嘗
奎
剛
副
Φ
㍉
、

　
（
ト
一
ぴ
宛
Φ
鳥
｝
一
貯
H
）
帥
巴
㊦
歴
）

　
　
　
　
断
層
・
の
墓
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ノ



囎

　
　
哲
學
研
究
　
第
＋
號
　
　
，
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
　
　
、
　
　
　
三
八

　
是
等
の
語
に
欝
す
る
時
、
吾
々
は
モ
イ
マ
ン
が
、
藝
術
創
作
の
理
解
を
以
て
美
學
の
最
竜
困

難
な
る
問
題
で
あ
る
と
し
て
、
墨
げ
て
居
る
四
個
の
理
由
を
、
下
し
竜
馬
凡
極
ま
る
議
論
と
昌

思
は
な
い
や
う
に
な
る
で
あ
ら
う
。
（
モ
イ
マ
ン
『
現
代
美
肇
第
二
版
九
四
一
九
五
頁
蓼
照
）

　
此
薪
ら
し
き
思
索
へ
吾
々
を
導
く
も
の
は
、
美
的
醤
象
の
特
性
に
就
て
の
止
む
能
は
ざ
る
吾
々

の
注
目
に
根
ざ
し
て
、
自
ら
二
つ
の
途
に
分
れ
る
。
　
一
は
藝
術
の
観
照
及
創
造
の
二
面
に
就
て
め

考
察
か
ら
、
藝
、
術
的
活
動
（
目
雨
注
鉱
。
。
畠
㊦
日
魁
鉱
σ
Q
犀
Φ
δ
の
理
解
に
向
ふ
竜
の
、
一
は
美
學
の
學
的
性
質
に
就

て
の
考
察
か
ら
、
美
言
は
如
何
に
し
て
學
ど
し
て
可
能
な
ム
や
（
跨
①
。
。
窪
Φ
芭
（
巴
。
。
詞
訂
・
，
。
。
Φ
冨
鼻
繰
甘
）
を
明
か

せ
ん
と
す
る
竜
の
、
此
二
つ
の
途
か
ら
の
研
究
は
（
藝
術
に
就
て
の
興
昧
と
學
術
に
就
て
の
興
味
と

に
怪
く
竜
の
と
し
て
）
夫
々
全
く
別
々
な
方
面
を
歩
む
者
で
あ
る
が
．
其
指
し
工
め
す
方
向
は
一
つ

の
織
に
向
っ
て
居
る
。
　
例
へ
ば
フ
ィ
享
ド
ラ
f
が
造
形
的
藝
術
家
の
特
性
を
『
眼
に
依
れ
る
威
畳
の

作
用
を
、
見
ゆ
る
表
現
の
側
に
於
て
、
町
立
の
登
展
に
導
く
能
力
』
に
在
う
と
ぜ
、
る
如
き
（
へ
．
り
、
鎗
闘
σ
⇔
冨
昼

伽
白
く
。
茜
¢
。
δ
σ
Q
自
母
堵
暮
暮
㊦
》
巨
毒
σ
Q
飾
ま
げ
穿
雛
b
罐
①
口
話
。
ゲ
o
Q
Φ
津
Φ
創
霧
訟
。
｝
答
げ
。
擁
色
≧
謎
げ
讐
（
．
｝
畠
Φ
言
Φ
話
①
嵜
簿
診
臼
o
o
窪

目
β
宴
．
凶
。
網
野
σ
Q
謡
書
協
警
H
曾
・
．
．
図
．
買
置
】
㊦
ざ
の
。
穿
三
目
窪
勝
ぴ
鶏
旦
暮
界
H
．
弘
㊤
嵜
｝
ロ
a
●
b
っ
⑩
O
）
ハ
蒙
マ
ン
が
『
學
と
し
て

の
美
學
は
唯
認
識
論
の
一
部
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
而
し
て
莫
黒
駁
は
唯
現
象
學
的
に
の



み
可
能
で
あ
る
』
と
云
べ
る
が
如
き
（
．
．
卜
⑦
篭
堂
国
印
『
名
認
窪
・
。
。
ぎ
津
蓉
箋
噌
讐
α
σ
Q
一
三
り
島
津
6
Φ
出
自
霞
囲
躊
Φ
髪
7

寡
臼
①
a
ρ
言
象
ぼ
¢
切
。
ω
。
ζ
Φ
達
§
σ
Q
Φ
霧
陣
量
目
理
嘗
g
9
昌
霞
9
。
・
ぎ
げ
含
ぴ
。
Q
ぎ
ド
．
．
節
織
毒
節
巨
＆
彰
団
Φ
σ
q
急
・
瓢
巨
σ
q

鳥
角
b
¢
・
。
夢
Φ
錫
ぎ
国
Φ
諺
。
｝
白
h
跨
①
ω
夢
。
無
犀
タ
塾
σ
q
Φ
幹
図
琶
馨
乱
ω
ω
・
島
島
露
・
・
ω
・
一
b
。
。
。
）
前
者
は
造
形
藝
術
（
殊
に
絡

書
）
に
就
て
の
深
い
興
味
か
ら
、
藝
術
の
本
質
に
幽
す
る
理
解
を
其
樂
受
の
方
面
か
ら
で
な
く
、
寧
ろ

其
創
作
活
動
の
特
殊
の
態
度
の
考
察
に
依
っ
て
擾
煙
し
π
竜
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
路
、
後
者
は
所

謂
先
験
的
心
理
學
の
腰
揚
か
ら
、
一
風
の
學
を
學
と
し
て
可
能
な
ら
し
め
る
原
理
に
就
て
考
察
し
、

之
れ
に
墓
み
て
一
の
新
π
な
る
匹
。
9
惑
乱
亀
①
。
簿
鑑
の
を
造
ら
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
而
し
て
爾
、

者
の
興
味
と
患
索
の
方
法
と
の
差
異
の
可
な
ウ
単
な
る
に
絢
は
ら
ず
（
但
し
爾
者
の
背
後
に
典
蓮

の
原
動
力
と
竜
云
ふ
べ
き
カ
ン
ト
の
精
魂
が
働
い
て
居
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
）
其
到
逮
鋤
に

於
て
、
共
に
『
見
ゆ
る
世
界
』
の
存
在
、
感
畳
の
濁
貞
㍉
の
意
義
、
及
び
純
粋
な
る
形
の
特
殊
の
反
訴
を
認
め

る
織
に
於
て
一
致
し
て
居
る
こ
と
は
、
極
め
て
興
味
あ
る
事
實
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
の
事
は
今
暫
ら
く
措
く
。
以
下
少
し
く
ソ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ハ
聖
マ
ン
が
『
七
去
及
一
般

藝
術
學
離
誌
ヒ
九
」
五
年
四
月
號
に
載
せ
カ
『
美
事
の
基
礎
附
け
に
重
て
』
と
雪
ふ
論
難
に
継
て
叙

3．｝

蓮
を
試
み
よ
う
。

　
　
　
　
葵
學
の
墓
礎
に
就
そ
の
考
察
　
　
　
、

、
、
　
　
　
　
　
・
へ

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



dO

　
　
♂
　
哲
・
學
醸
究
　
・
第
＋
擁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

〔
附
〕
　
フ
ィ
ー
ド
ラ
言
の
見
解
に
就
て
の
色
々
な
意
味
で
興
昧
あ
る
短
評
は
フ
オ
川
ケ
ル
ト
『
美
學
膿

　
系
』
第
三
巻
二
．
二
六
－
二
二
七
頁
に
見
出
さ
漏
る
。

　
　
彫
刻
家
ヒ
ル
　
デ
ブ
ラ
ン
　
塾
が
『
形
の
間
一
纈
一
』
（
レ
急
三
略
羽
翼
（
一
〇
げ
り
勲
⇔
P
柁
辱
O
ご
δ
已
（
一
窪
拷
O
崔
昌
一
じ
鳥
鷲
ぴ
欝
一
¢
＝

　
飾
㊦
謬
図
g
屡
3
9
臣
二
↑
お
O
G
。
）
に
於
て
蒔
い
て
居
る
所
が
、
フ
ィ
ー
1
3
ラ
ー
の
説
に
似
通
へ
る
轍
の
多

　
い
こ
と
は
入
の
知
る
蓮
ウ
で
あ
る
。
序
「
な
が
ら
，
ビ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
が
説
い
て
居
る
造
形
藝

　
術
に
於
け
る
周
窪
げ
箆
の
読
を
、
ア
・
イ
ス
・
り
－
ル
は
．
所
謂
形
式
説
に
取
っ
て
最
竜
野
な
乃
困

　
難
を
提
供
す
る
所
の
、
文
學
に
適
用
し
て
働
羨
蚤
霞
。
ぎ
蜀
。
ぎ
ご
一
難
曾
哩
雪
ぎ
糞
．
套
σ
q
を
論
じ
て
居
る

　
（
・
r
疑
①
｝
き
ご
§
㊦
爵
巨
σ
Q
⑩
¢
≧
幽
§
津
。
募
毎
自
建
ピ
、
9
．
影
置
夢
裡
ご
ζ
冬
空
器
け
一
≦
隻
。
甲
掛
話
塗
三
費
h
｛
ぜ
づ
”
冨

　
深
塁
。
ぎ
奪
男
臼
8
£
）
｝
量
白
露
賭
H
●
（
日
G
。
り
↓
）
O
。
．
鵠
G
。
撃
㏄
o
辞
三
門
擁
回
P
（
H
O
O
O
Q
O
）
ロ
慶
』
o
芦
憲
㌔
叉
ヒ
ル
デ
ブ

　
ラ
ン
ト
の
説
を
通
俗
的
に
勝
軍
し
多
く
の
例
謹
を
墨
げ
て
居
る
竜
．
の
に
は
，
認
ル
ネ
ヨ
リ
ウ

　
ス
の
『
造
形
言
意
の
基
本
原
則
』
角
・
O
註
巨
ξ
ρ
周
δ
ヨ
¢
p
季
塁
σ
匂
。
港
N
Φ
創
Φ
＝
）
藁
一
。
髭
¢
⇔
淡
男
霧
F
お
G
G
。
㌔
が
あ

　
る
。
爾
モ
ィ
マ
ン
は
ヒ
〃
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
周
。
諺
蓬
臼
説
を
心
理
學
上
談
・
つ
で
あ
る
と
断
言

　
し
て
居
る
が
、
其
理
由
は
全
く
述
べ
て
居
ら
な
い
。
叉
テ
オ
ド
聖
マ
イ
や
婁
は
り
｝
ル
の
試
．

　
み
を
非
難
し
て
居
る
。

　
　
ハ
言
マ
ン
の
美
學
上
の
述
作
に
就
て
は
、
私
の
知
っ
て
み
る
限
う
で
は
、
著
書
と
し
て
α
『
盤
幽



dl

活
と
藝
術
と
に
於
け
る
印
象
風
発
（
鼠
誓
鷺
珍
巳
・
・
暴
三
・
・
鞍
置
只
取
一
二
8
5
及
び
箋

學
』
（
諺
Φ
ω
夢
Φ
邑
♂
お
員
）
が
あ
ウ
、
論
丈
と
し
て
は
国
。
室
魯
決
霞
網
b
①
。
・
銘
一
①
豊
肖
毒
負
欝
血
σ
q
§
ピ
浦
毒
砿
酔
鼠
蔭
Φ
塁
。

ζ
難
誌
上
に
三
四
篇
載
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
ハ
璽
マ
》
め
ハ
以
下
著
述
し
よ
う
と
す
る
）
論
丈
の
立
揚
を
先
づ
豫
あ
知
る
の
に
は
、
デ
ッ
ソ
ア

T
．
が
其
『
美
學
及
び
藝
術
學
』
（
七
ニ
ー
七
四
頁
）
に
於
て
、
美
學
上
の
威
畳
設
に
漏
し
て
蓮
べ
て

居
る
所
が
最
も
都
合
の
よ
い
手
引
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
デ
ッ
ソ
ァ
冨
は
云
ふ
『
醸
畳
主
義
の

正
當
な
ウ
や
否
や
を
槍
し
て
見
る
に
、
先
づ
第
一
．
．
に
は
、
此
主
義
は
今
日
多
く
の
人
々
の
問
に

承
認
せ
ら
れ
て
る
る
所
の
認
識
論
上
の
根
本
思
想
と
容
易
に
一
致
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來

る
。
黙
れ
に
從
へ
ば
、
我
と
外
界
と
の
關
係
の
問
題
は
多
く
は
次
の
如
く
に
解
決
せ
ら
れ
て

居
る
。
即
ち
吾
々
は
、
吾
々
の
観
念
が
詣
れ
に
該
當
す
る
の
で
あ
る
り
と
考
べ
ら
れ
る
如
き
外

物
と
し
て
、
物
を
経
験
す
る
の
で
ば
な
い
。
寧
ろ
、
例
へ
ば
鋪
つ
の
聴
か
れ
π
暦
は
物
的
で
あ

る
と
同
時
に
心
的
で
あ
る
。
叉
意
識
丙
容
竜
郷
へ
ば
先
づ
主
観
的
な
る
も
の
と
し
て
経
瞼

せ
ら
れ
る
と
云
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て
．
寧
ろ
、
主
槻
的
な
る
竜
の
と
琶
訂
せ
ら
れ
ず
に
．

雲
譲
に
あ
る
所
の
現
實
と
し
て
経
験
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
。
斯
く
観
念
的
霜
融
に
於
て

，
此
無
差
瑚
が
あ
る
こ
と
、
昌
盛
に
於
て
他
と
我
と
が
本
藤
壷
冠
し
て
居
る
Z
と
～
i
是
等
の

　
　
葵
學
、
の
墓
礎
に
就
て
の
考
察
　
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍔
一
，
　
　
－

●
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哲
學
研
究
、
第
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
乳
　
四
こ

こ
と
は
、
美
的
態
度
に
於
て
如
何
程
大
潔
る
役
園
が
威
畳
に
、
属
す
る
か
を
明
示
し
て
居
る
も

の
で
あ
る
。
』

　
ハ
ー
マ
ン
の
論
文
は
、
第
一
章
『
方
法
』
9
津
箪
名
。
）
第
二
章
『
美
學
の
原
理
、
及
び
美
的
形
象
に
就
て
の

、
概
念
の
現
象
學
的
構
戎
の
原
理
』
（
娼
二
項
圃
腎
悪
鳥
蓮
渚
ω
鎗
回
Φ
↑
節
毎
ム
喜
貯
2
話
勝
。
ざ
σ
q
曇
訂
昌
ピ
Φ
σ
貸
ユ
詩
σ
ユ
瓢
琶
σ
q

部
厚
器
㏄
夢
Φ
静
畠
①
O
Φ
び
墨
Φ
）
の
二
章
に
分
れ
て
居
る
。
然
し
今
私
は
便
宜
上
尽
れ
を
事
細
か
な
部
分

に
分
解
し
て
鉄
述
及
び
批
評
し
よ
う
と
思
ふ
。
．

㎜
　
反
慮
學
と
純
梓
記
述
學

　
客
観
界
と
主
観
界
と
に
尉
た
れ
て
居
う
、
塞
問
と
時
問
と
に
依
っ
て
一
定
の
安
當
な
秩
序
に
結

合
せ
ら
れ
て
居
る
所
の
世
界
に
吾
々
は
住
ん
で
居
る
。
而
し
て
吾
々
の
認
識
や
意
志
や
感
情
は

皆
此
世
界
に
關
潤
し
て
働
い
て
居
る
。
例
へ
ば
吾
々
は
客
観
界
に
側
て
其
個
々
が
如
何
な
る
性

質
を
有
す
る
か
．
相
互
の
聞
に
如
何
な
る
作
用
が
行
は
れ
て
居
る
か
を
知
ら
う
と
努
あ
る
。
叉
美

等
の
客
観
に
鍔
し
て
、
之
れ
を
受
け
入
れ
る
所
の
主
観
が
如
何
な
る
紅
軍
に
立
つ
か
。
主
観
が
滅



43

畳
に
依
う
意
志
に
依
ウ
若
し
く
は
事
情
に
依
っ
て
、
客
観
を
占
有
す
る
時
に
、
恒
久
不
獲
な
る
客
観

の
諸
性
質
が
主
槻
に
依
っ
て
如
何
に
憂
更
せ
ら
る
、
か
。
　
主
軸
が
客
観
を
欺
く
憂
更
し
得
る
爲

め
に
は
、
扇
蟹
虹
ハ
者
及
び
個
々
の
主
観
者
π
る
佃
入
は
果
し
て
如
何
な
る
特
殊
の
能
力
若
し
く
は

性
質
を
具
有
す
と
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
繊
か
。
是
等
を
吾
々
は
知
ら
う
と
努
め
る
。
現
實

世
界
の
認
識
と
叫
ば
る
＼
総
て
の
吾
々
の
認
識
は
、
夫
故
に
、
主
観
界
と
客
観
界
と
に
、
換
言
す
れ
ば

物
心
的
性
質
を
有
す
る
竜
の
に
、
關
係
し
て
居
る
と
云
ふ
乙
と
を
前
提
し
て
居
る
。
斯
く
し
て
吾

々
の
認
識
は
、
一
方
に
企
て
ば
、
物
が
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
や
に
關
し
，
一
方
に
於
て
は
、
主
観
者
．

が
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
や
に
關
す
る
に
随
っ
て
、
自
然
學
若
し
く
は
心
理
學
を
構
成
す
る
の
．

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
総
て
吾
々
の
認
識
が
斯
の
如
く
自
然
に
就
て
の
経
験
若
し
く
は
心
理
に

就
て
の
認
識
と
云
ふ
形
を
取
る
に
至
る
組
め
に
は
、
何
が
前
提
せ
ら
れ
て
居
ら
な
け
れ
ば
な
ら
滋

か
。
自
然
と
云
ひ
心
理
と
云
ひ
、
主
槻
と
云
ぴ
客
観
と
云
ぷ
、
夫
等
に
就
て
の
纒
験
な
づ
、
認
識
な
協

を
云
々
す
る
前
に
、
是
等
の
も
の
が
一
事
何
で
あ
る
か
を
．
吾
々
は
問
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自

然
に
就
て
若
し
く
は
心
理
に
就
て
、
客
観
界
に
就
て
若
し
く
は
主
観
界
に
就
て
の
認
識
が
あ
う
得

る
前
、
換
言
す
れ
ば
、
自
然
科
學
経
験
と
心
理
學
的
維
駿
と
が
あ
う
得
る
に
且
っ
て
n
如
何
な
る
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

が
あ
っ
π
之
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
か
。
「
此
問
題
を
吾
々
は
カ
ン
ト
よ
う
し
て
以
後
始
て
考
へ

　
　
　
　
比
興
の
塞
礎
に
就
て
，
の
考
察
　
＼
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
・



藪

　
　
　
　
哲
學
7
研
　
究
，
第
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
騰
　
’

る
や
う
に
な
つ
カ
Q
何
故
凍
れ
ば
カ
ン
㍗
よ
ウ
し
て
後
に
始
め
て
，
吾
々
の
最
も
直
接
な
・
る
経
験
、

直
接
に
興
へ
ら
る
＼
所
の
竜
の
、
若
し
く
は
絶
封
的
現
柔
な
る
も
の
は
、
碕
未
だ
現
實
世
界
の
認
識

で
は
な
い
も
の
で
あ
る
乙
と
、
帥
ち
唐
馬
と
か
精
聯
と
か
、
圭
槻
と
か
客
槻
と
か
を
意
味
し
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
つ
掩
か
ら
で
あ
る
。
吾
々
が
自
然
と
精
艸
と
の
概
念
に
依
っ
て
意

味
す
る
所
の
も
の
、
吾
々
が
轟
然
と
云
ひ
精
紳
と
呼
ぶ
所
の
も
の
は
、
直
接
に
輿
へ
ら
れ
て
居
る
・
も

の
で
は
な
く
、
直
接
に
輕
験
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
實
は
先
験
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
、

　
之
に
以
て
先
づ
必
然
に
起
？
て
青
る
問
題
は
、
何
故
に
吾
々
は
直
接
経
■
験
に
立
止
ま
つ
て
は
居

ら
な
い
の
で
あ
る
か
。
何
故
に
吾
々
は
直
接
経
験
の
ま
、
を
記
述
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
何
が
吾
々

を
し
て
此
経
験
を
、
主
客
悪
難
を
二
二
す
る
経
験
の
形
、
物
心
二
元
的
な
る
現
實
界
の
形
に
改
め
し

め
る
べ
く
蝕
儀
な
く
す
る
の
で
あ
る
か
。
主
客
と
云
ひ
物
心
と
云
ふ
概
念
は
佃
を
意
味
す
る
の

で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
を
触
く
任
務
は
認
識
論
に
属
す
る
。
次
ぎ
に
は

又
如
何
な
る
原
理
に
從
っ
て
、
直
接
に
與
へ
ら
れ
沌
る
竜
の
が
現
下
的
経
験
に
憂
形
せ
ら
る
＼
か
。

直
接
に
輿
へ
ら
れ
π
る
も
の
㌧
申
に
、
如
何
な
る
必
然
的
開
係
が
存
在
す
る
に
依
っ
て
．
此
漫
形
が

生
ず
る
の
で
あ
る
か
の
問
題
が
起
る
。
而
し
て
上
れ
は
現
象
學
の
問
題
で
あ
る
。

　
例
へ
ば
甲
が
乙
に
傷
害
を
加
へ
て
居
る
揚
合
に
吾
々
が
出
遇
っ
て
、
慣
れ
を
目
撃
す
る
と
す
る
。
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其
際
直
接
に
輿
へ
ら
れ
て
居
る
所
の
竜
の
は
、
見
ら
れ
π
る
竜
の
と
し
て
吾
々
が
経
験
す
る
所
の

竜
の
に
外
な
ら
な
い
。
然
る
に
此
直
接
な
る
維
駒
を
、
吾
々
は
或
は
軍
に
蓮
動
の
連
績
、
位
置
の
憂

化
、
力
の
測
量
し
得
べ
き
闘
展
等
と
し
て
、
純
自
然
科
學
的
に
詑
隣
す
る
こ
と
も
出
細
る
。
或
は
甲

の
暴
力
や
悪
意
、
乙
の
怯
儒
、
若
し
く
は
無
｛
畢
等
の
表
現
と
し
て
、
道
徳
的
叉
は
法
律
的
意
味
を
有
す

δ
も
の
と
し
て
、
記
述
す
る
こ
と
も
出
怠
る
。
或
は
乙
の
負
傷
若
し
く
は
生
命
の
危
愈
々
は
甲
の

狂
氣
と
七
て
、
慰
學
上
の
概
念
に
基
い
て
之
れ
を
記
述
す
る
こ
と
も
出
來
る
。
是
等
の
種
々
の
記

．
述
は
、
夫
々
別
種
の
範
疇
の
．
下
に
噌
個
の
封
象
が
置
か
れ
る
が
歩
め
に
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
同
舶

の
與
件
の
上
に
、
概
念
に
墓
い
て
．
諸
種
の
客
槻
的
性
質
が
構
成
せ
ら
れ
尤
の
で
あ
る
。
直
接
に
は

伺
一
な
る
経
験
と
し
て
輿
へ
ら
れ
た
る
も
の
を
、
斯
く
諸
種
の
夫
々
異
な
う
カ
る
意
味
の
領
域
に

分
つ
所
の
原
理
は
何
で
あ
る
か
。
自
然
科
學
、
慰
學
及
び
倫
理
學
上
の
概
念
と
は
果
し
て
何
を
意

味
す
る
の
で
あ
る
か
。

　
認
れ
を
現
象
學
的
に
考
察
し
て
、
一
方
に
於
て
は
直
接
に
與
へ
ら
れ
た
る
竜
の
、
他
方
に
・
於
て
は

概
念
及
概
念
に
規
定
せ
ら
れ
之
に
從
び
來
る
竜
の
、
此
飾
者
の
聞
に
存
在
す
る
必
然
の
關
係
を
閾

明
し
よ
う
と
試
み
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
、
概
念
に
依
っ
て
規
定
せ
ら
る
㌧
蔦
の
は
、
皆
究
覧
と
か
、
目

的
と
か
、
若
し
く
は
瓦
落
と
か
呼
ば
る
＼
竜
の
を
含
む
若
，
し
く
は
前
提
す
る
ど
を
登
翻
す
る
で
あ

　
　
　
　
触
X
學
の
乱
慈
礎
に
就
て
の
考
察
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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ら
5
。
種
々
な
る
意
味
の
領
域
と
は
、
師
ち
種
々
な
る
實
践
の
分
野
に
外
な
ら
な
い
。
之
に
適
は

せ
ん
が
弱
め
に
，
概
念
は
已
に
早
く
、
直
接
の
経
験
を
一
定
の
客
擬
的
勝
馬
の
経
験
に
縫
属
す
る
の

で
あ
る
。
　
一
見
純
騨
な
る
如
く
に
尊
卑
る
認
識
の
中
に
、
已
に
一
の
（
實
践
的
）
目
的
が
横
は
つ
て
居

る
。
概
念
は
巳
に
一
定
の
方
向
に
向
っ
て
の
反
動
な
の
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
5
も
弼
し

て
遅
駆
に
輿
へ
ら
れ
た
る
竜
の
が
い
概
念
の
助
け
に
依
っ
て
、
諸
種
の
経
験
領
域
に
組
み
込
摩
れ
る

時
、
其
諸
領
域
の
一
つ
の
中
に
診
て
如
何
な
る
地
位
を
占
む
べ
き
か
、
若
し
く
は
共
領
域
の
任
意
の

或
鳳
つ
の
申
に
組
み
込
ま
れ
得
べ
き
か
否
か
は
、
云
ふ
迄
竜
な
く
、
直
接
に
輿
へ
ら
れ
π
る
も
の
が

自
ら
之
れ
を
規
定
す
る
。
然
し
な
が
ら
直
接
に
與
へ
ら
れ
だ
る
竜
の
夫
自
に
は
、
曳
舟
験
領
域
．
の

鶉
れ
か
醐
つ
に
必
ず
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
滋
と
云
ふ
必
然
性
は
無
い
。
之
れ
を
輕
験
領

域
の
勝
れ
か
一
つ
に
組
み
込
む
所
の
竜
の
は
、
寒
ろ
概
念
の
側
に
存
在
す
る
所
の
（
上
に
云
へ
る
）
目

的
で
あ
る
。
此
目
的
（
勿
論
目
的
で
あ
る
故
に
之
れ
を
欲
す
る
と
否
と
に
依
っ
て
立
て
ら
れ
又
棄

て
ら
れ
得
る
）
は
夫
故
に
維
験
を
可
能
な
ら
し
め
る
所
の
前
提
で
あ
る
。
而
し
て
直
接
の
経
験
か

ら
は
全
く
獅
立
な
る
も
の
、
堕
ち
之
に
取
う
て
は
ア
プ
リ
オ
富
リ
な
る
竜
の
で
、
あ
る
。

　
換
言
す
れ
ば
、
吾
々
は
先
験
的
な
る
目
的
（
及
び
概
念
）
に
從
っ
て
、
直
接
な
る
経
験
を
、
（
現
實
的
物
心

酌
）
経
験
の
諸
領
域
（
若
し
く
は
膣
系
）
に
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
経
験
の
前
提
は
目
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的
に
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
．
實
践
の
境
涯
に
属
す
る
の
で
あ
る
故
に
、
客
観
的
野
蚕
の
群
民
の
総
て

に
於
て
、
カ
ン
ト
の
所
謂
『
實
践
理
性
の
優
位
』
は
承
認
せ
ら
れ
る
。
客
観
的
劉
象
の
認
識
で
あ
6
是
・

等
の
學
問
及
び
其
概
念
を
反
響
的
言
茜
【
⑩
器
量
。
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
磨
る
。
馨
れ
に
反
し
て
、
（
實
蹟
的
）

目
的
に
關
係
な
く
、
直
接
に
経
験
せ
ら
る
㌧
所
の
竜
の
を
其
儘
認
算
す
る
學
問
が
あ
う
と
す
れ
ば
、

、
賜
れ
は
師
ち
現
象
學
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
写
し
て
夫
れ
は
反
慮
的
で
な
く
し
て
、
純
粋
記
述

學
（
鼠
に
薮
警
ぎ
色
ご
①
亀
O
詠
く
認
冷
じ
誓
穿
ξ
で
、
あ
ら
う
。

　
自
然
科
學
は
決
し
て
此
の
如
き
純
粋
記
述
學
で
は
’
な
い
。
寧
ろ
聖
慮
學
に
面
す
る
こ
と
を
注

意
す
べ
、
、
ぎ
で
，
あ
る
。
　
何
故
な
ら
ば
、
共
基
本
概
念
π
る
難
儀
、
室
間
、
蓮
動
は
総
て
の
靭
屋
に
土
壷
を

輿
へ
る
も
の
で
あ
る
。
是
等
の
概
念
に
依
っ
て
．
直
接
に
與
・
へ
ら
れ
た
る
も
の
、
例
へ
ば
見
ら
れ
た

る
も
の
若
し
く
は
鰯
は
ら
れ
た
る
も
の
は
、
櫻
か
む
こ
と
の
出
來
る
こ
と
、
邸
ち
筋
肉
的
（
可
動
憩
経

的
）
反
動
に
關
賛
せ
し
め
ら
れ
て
居
る
。
課
し
・
て
筋
肉
的
反
動
（
彦
。
掌
）
募
。
富
閑
＄
騨
一
〇
器
謬
）
が
な
け
れ
ば
、

實
践
は
有
ウ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
．
夫
故
に
自
然
科
七
号
寵
述
に
於
て
は
、
主
槻
は
唯
塞
問
に
存

在
す
る
一
つ
の
本
膿
と
し
て
の
み
規
定
せ
ら
れ
、
反
軍
的
諸
學
の
取
扱
ふ
総
て
の
主
観
的
属
性
は

誰
く
皆
此
塞
開
的
本
膿
と
し
て
の
主
観
に
開
翻
し
て
の
み
意
味
を
持
つ
で
居
る
の
で
み
る
。

　
上
述
の
如
く
に
反
懸
學
と
純
輝
記
型
置
と
を
匿
難
し
得
る
な
ら
ば
、
美
學
は
此
銑
れ
に
厩
す
べ

　
　
　
　
美
學
の
墓
礎
に
晶
就
て
の
考
察
　
　
　

F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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き
學
と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
か
。
美
學
は
吾
々
の
知
っ
て
居
る
総
て
の
経
駿
學
（
即
ち
反
骨
學
）
の
領

域
の
叢
れ
か
一
つ
に
騰
す
る
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
美
學
に
於
け
る
概
念
構
成
の
様
式
は

夫
等
の
諸
軍
學
に
於
け
る
概
念
筆
下
の
原
理
と
同
一
で
あ
ら
う
か
。
自
然
科
學
で
云
ふ
『
物
』
や
、
心

理
學
で
云
ぷ
『
心
』
や
、
留
學
で
云
ふ
疾
病
及
健
康
、
倫
理
學
で
云
ふ
罪
過
及
純
潔
な
ど
の
意
昧
㊧
。
留
離
亨

ぎ
。
Q
）
が
確
定
し
て
居
る
様
に
、
野
比
が
用
み
て
居
る
概
念
の
意
昧
は
確
定
し
て
居
る
と
云
ひ
得
る

で
あ
ら
う
か
。
　
而
し
て
夫
故
に
美
學
は
是
等
の
維
験
的
青
黛
と
同
様
に
、
概
念
に
基
み
て
、
夫
等
の

領
域
に
厩
す
る
経
駒
か
ら
（
即
ち
純
粋
に
経
験
的
に
）
、
美
若
し
く
は
美
醜
と
呼
ば
る
㌦
性
質
を
規
定

し
得
る
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
（
未
完
）


